
Ⅰ　法人の概要

主たる事務所の所在地

愛知県西尾市家武町深篠９６番地

代表者職氏名 理事長　榊原豊子

法人設立年月日 昭和55年8月11日

Ⅱ　法人の行なう事業

(平成２８年３月末現在)

事業の種類 種　　別 名　　称 定員 備　　考

50 生活介護

50 施設入所支援

10 短期入所

10
就労継続支援Ｂ型

64 生活介護

10
就労継続支援Ｂ型

30 生活介護

従たる事業所きんじょう

10 生活介護

ののみや 20 生活介護

従たる事業所くるみ 10 生活介護

ながなわ 30
就労継続支援Ｂ型

Ｌｉｎｋ 20 就労移行支援

ホーム駮馬 3

ホーム志貴野 4

ホーム熊味 5

ホーム羽塚 5

ホーム味浜 4

ホーム乙川東 5

ホーム乙川 5

ホーム野々宮 5

ホーム野々宮南 5

ホーム友国 5

ホーム野々宮西 5

ホーム永吉 4

ホーム味浜東 5

ホーム米津 4

ホームサン永吉 4

放課後等デイサービス

児童発達支援事業

移動支援事業

居宅介護事業

相談支援事業

相談支援センターあると
特定相談・障害児相談

障害児等療育支援事業

日中一時支援事業

愛知県障害者相談支援体制整備事業

社会福祉法人くるみ会　平成27年度　事業報告

多機能型事業所いっしき

共同生活事業所

一色

共同生活事業所

西尾

第１種社会福祉事業 障害者支援施設 里山の家

指定障害福祉サービス事業

共同生活事業所

ののみや

10

共同生活事業所

ながなわ

指定障害児通所支援事業 ほっと

居宅介護事業所いっぽ

第２種社会福祉事業

障害者共同生活援助事業

多機能型事業所にしお

公益事業



Ⅲ　事業運営の状況

(平成２８年３月末現在　年間開所日　通所２５７日　入所３６６日)

各施設・事業所の利用状況　

　・地域別

(単位：人)

事業所

西尾市 岡崎市 刈谷市 安城市 豊川市

名古屋

市

合計

にしお 82 3 1 86

いっしき 53 53

ののみや 29 29

ながなわ

37 37

Ｌｉｎｋ

8 1 9

里山の家 49 1 1 51

合計 258 3 1 1 1 1 265

割合 97.4% 1.1% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 100%

　・年代別現員数

(単位：人)

～１９歳

２０～２９

歳

３０～３９

歳

４０～４９

歳

５０～５９

歳

６０歳～

8 21 24 16 10 7

2 16 11 15 5 4

2 6 1 1 6 13

4 13 8 12 0 0

7 1 1 0 0 0

0 6 14 18 6 7

23 63 59 62 27 31

9% 24% 22% 23% 10% 12%

事業所

37ながなわ

いっしき

ののみや

86

合計

53

29

割合

にしお

平成２７年４月に新規利用者の方が１９名入所された。

年間開所日は２５７日稼働をした。

100.0%

51

265

里山の家

合計

Ｌｉｎｋ 9

98%

1%

1%

0%

地域別

西尾市

岡崎市

刈谷市

安城市
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①通所事業所

　・利用状況

(単位：人)

にしお

（Ｂ型）

にしお

（生活介護）

いっしき

（Ｂ型）

いっしき

（生活介護）

従きんじょう

（生活介護）

ののみや

（生活介護）

従くるみ

（生活介護）

ながなわ

（Ｂ型）

Ｌｉｎｋ

（就労移行）

里山の家

（生活介護）

定員 10 64 10 30 10 20 10 30 20 50

現員 10 76 10 33 10 19 10 37 9 51

利用(稼

動)率

86.7% 94.1% 90.0% 87.1% 88.8% 92.1% 85.8% 95.8% 87.8% 96.5%

定員超過

率

100.0% 118.8% 100.0% 110.0% 100.0% 95.0% 100.0% 123.3% 45.0% 102.0%

②施設入所支援

　・利用状況

(単位：人)

定員

現員

③共同生活援助（グループホーム）

　・利用状況

(単位：人)

ホーム名

ホーム駮馬

ホーム志貴野

ホーム熊味 ホーム羽塚 ホーム味浜

ホーム乙川東

ホーム乙川

定員 3 4 5 5 4 5 5

現員 3 3 5 4 3 5 5

ホーム名

ホーム野々宮

ホーム野々宮南

ホーム友国

ホーム野々宮西

ホーム永吉

ホーム味浜東

ホーム米津

ホームサン永吉

定員 5 5 5 5 4 5 4 4

現員 5 5 5 5 2 5 4 4

合計

254

265

90.5%

生活介護

日中事業所においては、慢性的な定員超過状態が続いて

おり、新規事業所等活動拠点の整備を進めていく。

里山の家

施設入所

104.3%

50

49 51

４月にホーム野々宮西（５名定員）が開設し、２７年度末の時点で全体の定員は６８名となった。利用状況としては、

4月に１名里山の家に移られ、逆に里山の家より２名の方がホームへ地域移行された。 ６月・８月・３月には外部より

３名の方が入居され現員６３名となった。利用者平均年齢は55歳を超え高齢化は年々進んでいる。次年度に向け

て設備面の見直しをするとともに、必要に応じて介護保険の施設への移行も念頭に置きつつ、準備を進めている

状況である。

50

利用者の高齢化に伴い、介護保険の適用を行うため、１名の方のサｰ

ヒﾞスを短期入所の切り替える必要があったため、施設入所の現員が４

９名となっている。
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　・生活支援事業所(里山の家・ホーム)における年代別現員構成

(単位：人)

～１９歳

２０～２９

歳

３０～３９

歳

４０～４９

歳

５０～５９

歳

６０歳～

23 63 59 62 27 31

0 6 14 17 6 6

0 1 7 16 16 23

0 7 21 33 22 29

0% 11% 36% 53% 81% 94%

④短期入所事業

・利用状況

(単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 46 46 49 50 46 50 48 52 45 45 46 46 569

平成２６年度宿泊回数
227 223 225 216 179 169 213 213 221 210 224 236 2556

平成２７年度宿泊回数
253 243 259 269 243 254 262 253 250 244 244 253 3027

112

42%

生活入所者利用者合計

現員に対する生活支援の割合

ホｰムの利用者平均年齢は２７年度末全体で５５.２歳（男女別では男性５２.７歳、女性５６.５歳）となった。

現在7名の方に要介護１～3が認定されている。障害福祉サービス利用中で申請を保留していた方も、今

後は順次介護認定を受けていく。

平成27年度は、ロング利用者が増えたことにより宿泊回数も増えた。今後の課題としては、増え続けてい

る週末の短期入所のニーズと受け入れ態勢の整備を進めていく必要がある。

合計

265

49

63

事業所

くるみ会　日中事業所利用者

里山の家入居

ホーム入居
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⑤日中一時支援事業

・１８歳未満(児)

(単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平成２６年度利用延べ人数

223 218 244 231 212 227 230 223 237 218 215 229 2707

平成２７年度利用延べ人数

196 180 196 199 201 170 180 172 172 170 175 189 2200

・１８歳以上(者)

(単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平成２６年度利用延べ人数

104 108 103 93 91 77 82 86 65 60 67 96 1032

平成２７年度利用延べ人数

76 65 74 76 63 62 62 52 65 53 54 66 768

ほっとで行っている日中一時に関しては主に小学生低学年の利用が増えている。これは児童発達支援

などで行っている子育て相談などの流れからきていると推測される。また各事業所の体験を含めた利用が

長期休暇等であったことも要因と考えられる。

１８歳以上の利用状況では、ほぼすべての月で利用が減少している。これは、定期利用者の減少と法人

内事業所での日中一時利用が減少したことが原因とされる。
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日中活動の状況

①就労支援活動

　・事業

事業名 収入額　(円)

園芸事業 13,225,629

菓子販売事業 10,363,954

発泡スチロールリサイクル事業

4,784,103

コンポスト事業 16,093,576

その他軽作業事業 30,256,791

総収入 74,724,053

　・利用者工賃

(単位：円)

事業所名 最低額 決算

にしお（就労Ｂ型） 3,000

いっしき　(就労Ｂ型) 4,800

ながなわ（就労Ｂ型） 7,000 85,000

　・施設外就労活動

園芸事業では、

グランドカバー事業は需要情報などもなかなか入ってこない状況が続き、相変わらず低調。昨年までの経緯も

あり、これ以上期間を要しても増収は難しいと思われたため、平成２７年度を以て取扱を終了とした。

企業内緑化作業は、先方企業の改装工事等の影響があり、夏場の緑のカーテン事業の売上が思ったほど伸

びなかったこともあり、収入はやや減。除草作業は、優先調達推進法の一環として受注した業務を継続受注（２

年目）することができた。

ＥＭボカシ製造販売も、春先は天候不順にやや影響されたものの、年間を通せば製造・販売ともにほぼ横ば

いであった。

月額平均工賃

支払対象者数（人）÷支払金額

10,807

11,744

26,474

※夏季(７月)・冬季(１２月)・決算（ながなわ）に一時金を支給

22,482

27,600

30,800

最高額

平成２１年度より実施している西尾市水道庁舎清掃業務も平成２７年度で７年が経過した。平成２６年度から平

成２７年度にかけては、業務範囲拡張の依頼がなかったため収入は横ばい。じょうほう工房作業は相手企業

（組合）より正式に、平成２７年度以降の契約を結ばない旨の通達があったことから、終了となった。これに伴

い、施設内の作業をさらに充実化させ、収入を得る形を取っている。

発泡スチロールリサイクル事業では、

原油価格の変動により取引価格が安定しなかったが、前年度対比微減で終えることができた。

菓子販売事業では、

質の高い商品づくりをコンセフﾟトに平成２６年度より稼働した。定期的な出張販売、積極的にイヘﾞントへ参加す

ることで知名度もあがり、リヒﾟｰタｰも多く安定した売り上げを確保できたと思われる。

コンポスト事業では、

一般企業の取り引き中止などの影響もあり、収入が減少する部分があったが、全体としては、生ゴミ回収量の

増加に伴い、収入が増加した。

事業内容

グランドカバー事業、企業内緑化作業、除草作業、ＥＭボカシ製造販

売

トヨタ系企業のダンボール加工やプラスチック製品の組み付け作業

西尾市内の食品トレー及びスーパー排出の魚箱の回収・分別・破砕

シフォンケーキ等の製造販売およびマカデミアナッツボールの袋詰め

販売

西尾市内の小中学校・保育園・一般企業の生ゴミを回収し、良質の肥

料を生産



②就労移行支援事業

平成27年度利用実績（開所日と利用者数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

平均利用者数

開所日 22 20 22 23 19 22 22 21 22 20 21 23 257

延利用者数

126 120 132 124 133 143 182 183 171 134 142 178 1,768

平成27年度受け入れ人数と退所者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

新規利用者

5 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 9

退所者 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 5

在籍者 7 7 6 6 7 7 9 9 8 7 7 6

採用先 業務内容

給食受託業者

調理補助

自動車部品加工会社

製造作業

自動車部品加工

（特例子会社）

製造作業

化粧品販売会社

清掃作業

フルタイム

フルタイム

フルタイム

10日

4ヶ月

平成27年度

利用状況（延べ）

平成27年度 6.9

平成27年度当初、「個々のライフステージを意識し、地域に循環サイクルを作る」という事業計画を立て、取組んで

きました。また制度としても直Bアセスメントの流れが出来たことなども関係し、今までの流れでB型事業所を選択し

ていたであろう方についても、移行支援事業所で受け入れることにより、微力ながらも社会へ出るお手伝いができた

のではないかと思います。また、単純に利用者数は増加していないことからも、受け入れだけでなく「社会へ送り出

す」という事業所としての使命も果たしたてきていると考えます。

利用者数の推移

平成27年度就労先および業務内容と定着率

平成26年10月に開所し、利用者は「多機能型事業所にしお」からの異動者4名でした。このうち2名が平成26年度

中に一般就労したため、平成27年度4月1日の利用者は新規利用者（安城特別支援学校卒業生)と合わせ6名であ

り更に1名追加されたことで計7名となりました。

　一方、Linkとの契約を終了された方は平成27年度中に5名あります。このうち1名を除き4名の方が一般就労されて

いることからLinkに於ける就職率は約86％でした。

（Ｈ28.4.1時点）

勤務形態

3ヶ月

10ヶ月

就業期間

Link契約期間

1年5ヶ月

6ヶ月

2ヶ月

1ヶ月

上記の表は平成28年4月1日現在のもので、いずれの皆さんも就職された各現場で現在も頑張ってみえます。

これは就職しようとする際のご本人の希望と障害者雇用を目指そうとする職場のニーズが比較的うまく合致（マッチ

ング）させる事が出来たのではないかと考えています。

ただ、就職を目指す中で出てきた課題もあり、Linkを利用する皆さんの多くが二十歳前であり、障害基礎年金受給

を控えている状況にあります。中には障害レベルが軽く判断されることから年金を受給できていない方や、今後の

状態により年金受給対象となるか判断が出来にくい場合があり、こうしたケースでは就労が将来の生活スタイルに

大きく影響することから、働き方や内容を十分に検討する必要があります。

また、Linkでの訓練期間についても早い方で1ヶ月、最長で1年5ヶ月利用し就職に結びついており、平均は6.5ヶ月

でした。

短時間



その他の活動

①居宅介護事業

(単位：人)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延べ利用人数 11 13 11 11 10 13 13 13 20 17 24 27 183

②移動支援事業

(単位：人)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延べ利用人数 31 30 35 39 31 31 37 32 35 27 27 24 379

③福祉有償運送サｰヒﾞス

(単位：人)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延べ利用人数 56 35 43 41 41 46 56 39 47 38 53 75 570

④放課後等テﾞイサｰヒﾞス

(単位：人)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延べ利用人数 120 109 115 129 129 122 118 140 162 142 152 188 1,626

⑤児童発達支援事業

(単位：人)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

延べ利用人数 88 77 93 108 85 99 98 88 62 87 100 115 1,100

ヘルハﾟｰが訪問し、身体介護・通院等介助・家事援助を行なう。(サｰヒﾞス対象地域は西尾市)

社会生活上必要不可欠な外出および余暇活動など社会参加のための外出の支援を行なう。(サｰヒﾞス対

象地域は西尾市)

高等部向けのサｰヒﾞス。放課後や長期休暇中において、生活能力の向上や社会参加のために必要な訓

練を行い、卒業後の進路先にスムｰスﾞにつなげることを目的とするサｰヒﾞス。

未就園の親子向けのサービス。就園までの親子の関わり方、他人との関わり、本人の発達の状況などへ

のアプローチなどを行っていくサービス。

車両を使用した移送サｰヒﾞス。原則、福祉サービス利用の方を対象とする



⑥障害児等療育支援事業

(単位：回数)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

実施回数 6 8 13 8 4 10 11 10 6 5 5 6 92

⑦相談支援事業

(単位：件数)

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

相談件数 248 167 164 271 209 234 305 271 248 216 272 379 2984

計画相談件数 52 47 39 40 13 23 37 43 32 27 31 28 412

第三者評価の実施

在宅障害児(者)のライフステージに応じた地域での生活支援を行うため、来所相談・家庭訪問などを通じ

必要に応じて関係機関との連絡調整等を行なう。その他、保育士や施設職員、ヘルパー等を対象とした

研修会・講演会、保護者を対象とした学習会等を企画・開催。

共同生活事業所ながなわ、障害者支援施設里山の家において第三者評価を実施した。今後も、各事業

所とも計画的に第三者評価を実施し、サービスの質、量ともに充実させていかなければならない。

　もともと知的障がい者を中心とした支援を行っていたことから、相談支援センターあるとには知的障がい

児者（ご本人もしくは保護者）からの相談が大半を占めている。また、当事者のみならず、行政機関や関

係事業所、地域等からも相談の連絡が入ることがある。近年では、市内および近隣市に放課後等サービ

ス事業所が増えていることから、18歳未満の方の利用計画作成依頼が増えている。成人の相談について

は、家庭状況等も含めて複雑なケースが増えており、また強度行動障害者のケースもある等、継続した支

援が必要なケースも増えている。


